A Consciousness and the Working Style of Professional School Graduates : Based on YCSJ Five Years\u27 Data by 三浦 芳恵
〈研究ノー ト〉
専門学校卒業後の働き方と意識
一YCSJ5年間のデータから一
キーワー ド:専修学校/〈学校から仕事へ〉の移行/キ ャリア形成/職業教育
三浦 芳恵
1.はじめに
専修学校専門課程(以下専門学校)は、高校卒業後
の進学先として、16.8%(平成28年度学校基本調査
速報値)を占めてお り、職業等に必要な知識 ・技能を
習得する場 として重要な機会を提供している。
近年、日本的雇用のもとでの企業内訓練や福祉供
与が縮小する中で、日本型雇用の中で 「標準外」と
されてきた専門学校経由でのキャリア形成の意義
が見直されつつある。特に専門学校教育が若者たち
のキャリア形成に与える意義については、従来言わ
れていたような実践的な技術 ・技能だけではなく、
それらを通して行われた人間形成が卒業後のキャ
リア形成を支えていることが明らかになっている
(植上2011)。
政策的なレベルにおいても専門学校が若者たち
のキャリアを支える効果が期待されているものの、
学卒後の状況についてはまだ研究が少ない。濱中
(2009)は、専門学校卒業後に正規雇用で働 く者たち
を対象とし、労働市場への参入時に資格が必要とな
る職業について専門学校教育の効果が高いことを
明らかにしているが、一時点における安定した状況
が中心的に取り上げられているのみである。経年的
な変化や、キャリアの不安定さを含んだ研究として
は、専門学校卒業後の初期キャリアについて長期的
な視点から検討した李(2009)がある。そこでは、女
性や特定の専攻(分野)においてキャリアが非正規雇
用に分岐 しやすい傾向が見 られ ることが明らかに
されていた。しかし、就職や正規雇用の継続といっ
た観点から見たキャリアの安定1生だけではなく、若
者たち自身がその時点での状態をどのように意味
づけているかを検討することも、専門学校が若者た
ちのキャリアをどのように支えているのかを明ら
かにする上で必要なことではないだろうか。
そこで本稿では、5年間の経年的データや仕事 ・
職場への意識面に関する項目が含まれているYCSJ
の数量的データを用い、専門学校卒業者の働き方及
び仕事 ・職場に対する意識の傾向について分析を行
っ た 。
2.使用するデータの概要
本稿で使用するデータは、「若者の教育とキャリ
ア形成に関する研究会(YCSJ:YouthCohortStudy
ofJapan)」の 「若者の教育とキャリア形成に関する
調査」(2007-2011:研究代表 乾彰知 である。2007
年4月1日 時点で20歳である全国の男女が調査対
象であり、追跡調査は毎年1回、5年間実施された1。
今回は時系列の変化を明らかにするため、回答者全
体(1167名)の中から、5年間すべて解答 した者たち
(891名)を選択したのち、2011年時点で 「最後に
在学 した学校」として専門学校2と回答した者181名
を分析対象 とした。
3.卒業後の働き方と若者の意識
植上(2005)は、養i成施設指定制度の有無によって
教育内容の設定過程や労働市場が異なることを明
らかにしており、専門学校の教育内容を 「資格教育」
「非資格教育」に分類する必要があることを提起 し
ている。本稿では教育内容の違いによる卒業後の働
き方や仕事に対する意識のあり方を明らかにする
ために、学校基本調査で用いられる8分野の学科に
ついて 「資格教育分野/非資格教育分野」に分けて
分析することした。資格教育分野については、工業
関係、医療関係、衛生関係、教育 ・社会福祉関係を
一カテゴリとして扱い、その割合は専門学校卒業者
の46.0%であった。非資格教育分野の学科について
は、農業関係、商業実務関係、服飾 ・家政関係、文
化 ・教養関係を一カテゴリとして扱い、専門学校卒
業者全体に対する割合は54.0%だった(学科不明は
7名)。
'分 析に用いる項目として
、雇用形態 ・労働時間 ・
賃金を調査時点の働き方を示すものとして用いた
い。また、調査時点での意識については、表1の項
目を用いて職場への意識の傾向 と仕事への意識の
傾向に分けて分析することとした。
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表1分 析に用いる質問項 目
賜閥 糊___一 雌・㎜ 一一一鱗蝋惣灘 薦麗鑓纏
(1)仕事にやりがいを感じる
(2)手ぬきをせずに、仕事に取り組んでいる
(3)職場の人間関係が良好である
(4)上司はよく面倒を見てくれる
(5)職場の先輩・同僚は自分の仕事を手助けしてくれる
(6)自分の仕事のやり方を自分で決めることができる
(7)職場全体の仕事のやり方に自分の意見を反映させ
ることができる
(8)お客さんや利用者に喜んでもらえる
(9)賃金に満足している
(10)労働時間が長すぎる
(11)仕事の内容がきつい
(12)仕事の上での責任が重すぎる
(13)職業能力を向上させる機会がない
(14)雇用が不安定である
(15)単調な繰り返しの仕事が多い
(16)職場には若者を使い捨てにする雰囲気がある
(17)仕事にかかわるストレスや不安が大きい蘭 蜘 ㎜ 　 鱒灘蔭獅麟 雛勘繊i臓二
(1)自分のやりたいことを仕事としてやっていきたい
(2)自分の性格や能力をいかせる仕事につきたい
(3)仕事を通じて高い収入や地位を得たい
(4)仕事を通じて人の役に立ちたい
(5)仕事を通じて高い専門性を身につけたい
(6)安定した職業生活をおくりたい
(7)離職 ・転職せず、同じ会社で働きつづけたい
(8)仕事も仕事以外の生活も、どちらも充実させたい
(9)あまりがんばって働かず、のんびり暮らしたい
(10)働かずに生活できるなら、働きたくない
(11)年齢ではなく仕事の実績によって給料や地位を決
めてほしい
(12)お金を得られれば、仕事の中身は何でもかまわな
い
(13)就職できなかったり失業したりするのではないか
と、不安である
(14)生活するのに十分な収入が得られる仕事をやって
いけるか、不安である
3--1.卒業後の働き方
まず、表2で 学科と卒業後の働き方の関係につい
て2回 目時点と5回 目時点の状況を確認したい。2
回目時点では正社員 ・正職員として働く者たちが資
格教育分野で84.0%、非資格教育分野で50.0%とな
っている。統計的にも有意な差が出てお り、資格教
育分野で正社員 ・正職員として働く者たちの割合が
高い。
5回 目時点においても、資格教育分野で非資格教
育分野と比較して正社員 ・正職員の割合が1割程度
高い、統計的な有意差が出ている。2回目、5回目と
もに資格教育分野における正社員 ・正職員率が高い
ことがわかる。
表3は 、学科分類(資格教育分野/非資格教育分
野の区分)別の月収を示したものである。2回 目時
点では、学科別に有意差があり、20万円以上30
万円未満の者が資格教育分野で31.5%となってい
るが、非資格教育分野では8.7%にとどまってい
る。また、10万円以上20万円未満の者たちは非
資格教育分野で82.6%となっていたのに対して、
資格教育分野では66.7%にとどまっている。2回
目時点における月収については、非資格教育分野
よりも資格教育分野のほうが相対的に高い水準に
あると言えよう。
5回目時点になると、学科別の有意差は見られな
かった。資格教育分野で30万円以上の者たちが
10.0%となるが、非資格教育分野では1.8%にとど
まっている。20万円以上30万円未満の者たちが
資格教育分野で25.0%、非資格教育分野で
21.4%、10万円以上20万円未満が資格教育分野で
58.3%、非資格教育分野では67.9%となってお
り、2回目時点より学科分類による差は縮まってい
ると言える。
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表2学 科分類別雇用形態
・2回目時点(2008年)
正社員 ・正職員 非正 社員 ・職員 N
資格教育分野
ド資格 育分 マ
合計
84.0%
50.0%
68.9%
16.0%
50.0%
31.1%
25p.〈0.05
20
45
・5回目時点(2011年)
正社 員 ・正職員 自由業 ・家族従業非正規社員 ・職員 者 N
資格教育分野
旨 格教育分 マ
合計
75.0%
65.5%
70.4%
20.0%.
34.5%
27.0%
?
?
??
?
??
?
???
60p,<0.05
55
115
表3学 科分類別H収
・2回目時点(2008年)一
資絡教霧分野
露資犠教霧静野
毒.鰻
&?鷲
?
?
?
?
窪t磯
鼠務
54P.<鵬5
醗
合欝 姦磯 餓鱗 鱗.磯 驚o
・5回目時点(2011年)
叢勝碧騒毒2購 飛駁毒一
資絡教糞分野
雰資絡教費募野
甑鰹
7.鑑
?
?
?
?
窯鉱礪
2華.編
緯.鑛
矯 饗
黍.?聾
看,鑛 灘
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表4は2回 目時点 と5回目時点の2時 点におい
て、学科分類別の週当たり労働時間の平均を示し
たものである。2回目時点において、資格教育分
野で45.70時間、非資格教育分野において平均が
44.8時間となってお り、資格教育分野において週
労働時間が0.9時間長いが、有意差は見られな
い。
5回目時点での週あたり労働を比較すると、資
格教育分野で週42.37時間、非資格教育分野で
43.12時間となってお り、比較すると非資格教育分
野で0.75時間長いが、こちらもやはり有意差が見
られない。労働時間においては、資格教育分野 ・
非資格教育分野 ともに有意差は見られず、大きな
違いはないと考えられる。
以上、専門学校卒業者たちの働き方を学科分類
ごとに概観すると、2回目時点と5回目時点の雇
用形態において資格教育分野で正社員 ・正職員の
割合が高レ傾 向が見られた。月収については、2
回目時点で学科分類ごとの有意差が見られてお
り、資格教育分野で月収が高い傾向がうかがえる
が、5回目時点では有意差は見られなかった。ま
た、労働時間については、2回目時点と5回 目時
点の両方で学科分類ごとの有意差は見られなかっ
た。以上から、資格教育分野で正社員 ・正職員割
合の高さが見られるものの、長期的に見て収入の
安定、労働時間の短さにつながっているとは言え
ない可能性が示唆されるのではないだろうか。
表4学 科分類別 週当たり労働時間の平均
・2回目時点(2008年)
平均値 N
資格教育分野
非資格教育分野
△計
45.70
44,80
45,28
?
?
?
?
・5回目時点(2011年)
平均値 N
資格教育分野
非資格教育分野
合計
42.37
43.12
42.73
?
?
【?
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3-2.職場への意識の傾向
次に、職場への意識の傾向を確認するため、意
識に関する質問項 目について 「とてもあてはま
る」を4点、「ややあてはまる」を3点、「あま り
あてはまらない」を2点、「まったくあてはまらな
い」を1点 として点数化 し、回答の平均値を比較
した。表5は 、2回目時点(2008年)と5回目時点
(2011年)の2時点における平均値の差を示 したも
のである。平均値の差は、2回目時点 と5回目時
点での差と、資格教育分野と非資格教育分野で見
られた差の2種類を示 している。
2回目時点の平均値 と5回目時点における平均
値に有意差が見られた項目は、資格教育分野で
「職場の先輩 ・同僚は自分の仕事を手助けしてく
れる」「労働時間が長すぎる」の2項 目であり、非
資格教育分野で 「仕事にや りがいを感じる」「職場
の人間関係が良好である」「上司はよく面倒を見て
くれる」「職場の先輩 ・同僚は自分の仕事を手助け
してくれる」の4項 目であった。2回目時点と5
回目時点の平均値をそれぞれ比較すると、資格教
育分野では 「職場の先輩 ・同僚は自分の仕事を手
助けしてくれる」が3。50点から3.27点に0.23点
低下、「労働時間が長すぎる」が2.45点から2.68
点に上昇していた。非資格教育分野においては、
「仕事にやりがいを感じる」が3.05点から2.81
点に0.24点低下、「職場の人間関係が良好であ
る」が3.27点から3.00点に0.27点低下、「上司
はよく面倒を見てくれる」が3.27点から3.02点
に0.25点低下、「職場の先輩 ・同僚は自分の仕事
を手助けしてくれる」が3.50点から3.13点に
0.37点低下する傾向が見られた。
2回目時点と5回 目時点を比較 して、職場の先
輩 ・同僚からの手助けがあると感 じられなくなっ
ている傾向は、資格教育分野、非資格教育分野に
共通 している。このことは仕事に慣れてきたため
に、先輩や同僚からの手助けが少なくなっている
ことを示しているのではないだろうか。また、非
資格教育分野においては、「職場の人間関係が良好
である」「上司はよく面倒を見てくれる」といった
項目でも低下傾向が見られてお り、職場の人間関
係について肯定的に感 じられなくなる傾向がある
のではないかと考えられる。さらに、仕事へのや
りがいが非資格教育分野についてのみ低下傾向が
見られることは、資格教育分野の学科出身者にお
いて比較的仕事へのや りがいが継続することを示
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しているのではないだろうか。
さらに、2回目時点 と5回目時点における学科
分類ごとの差について確認 したところ、2回目時
点はでどの項目についても学科分類ごとの有意差
は示されなかった。
5回目時点では、「仕事にやりがいを感 じる」
「お客さんや利用者に喜んでもらえる」「労働時間
が長すぎる」「雇用が不安定である」の4項 目で学
科分類ごとの有意差が見られている。「仕事にやり
がいを感 じる」について、資格教育分野で3.11
点、非資格教育分野で2.81点となってお り、資格
教育分野で0.3点高い平均値を示 している。 「お客
さんや利用者に喜んでもらえる」では、資格教育
分野で3.38点、非資格教育分野で2.89点となっ
てお り、資格教育分野で0.49点高い平均値を示 し
ている。 「労働時間が長すぎる」では、資格教育分
野で2.68点、非資格教育分野で2.24点となって
お り、資格教育分野で0.44点高い平均値を示 して
いる。 「雇用が不安定である」については、資格教
育分野で1.89点、非資格教育分野で2.19点とな
っており、非資格教育分野において0.3点高い平
均値を示 している。
資格教育分野において 「仕事にやりがいを感 じ
る」「お客さんや利用者に喜んでもらえる」「労働
時間が長すぎる」が高い平均値を示していること
からは、仕事への責任の重さがうかがえるのでは
ないだろうか。また、非資格教育分野で 「雇用が
不安定である」がより高い平均値を示 しているこ
とからは、不安定な雇用状態が主観的にも強く感
じられている傾向があるのではないかと考えられ
る。
表5学 科分類別職場に対する意識の平均値
麟麟 灘i
帆'ノ
こ 轍 翻 繋
"鱒"
難灘灘 蒙
ラ 阪灘 噂殊 曜警3 灘 織糧灘i難羅 迎 回自際 彗観藤 鱒
(1)仕事にやりがいを感じる 資格教育分野 3.08 3.11 0.02 0.04
・ぢ:}蹴蹴
1}鰻膨
56
非資格教育分野 3.05 2.81
'∵瀦 樫射2撫
63
(2)手ぬきをせずに、仕事に
取り組んでいる
資格教育分野 3.23 3.34 0」1 一〇.20 0.02 56
非資格教育分野 3.43 3.32 一〇」1 63
(3)職場の人間関係が良好
である
資格教育分野 3」3 3.02 一〇」1 一〇
.14 0.02 56
非資格教育分野 3.27 3.00
丁 詑
囲027* 63
(4)上司はよく面倒を見てくれ
る
資格教育分野 3.11 3.07 一〇.04 0.06 56
非資格教育分野 3.27 3.02鱗 ・鎚裟㈱ 導
一〇
.16
63
(5)職場の先輩・同僚は自分
の仕事を手助けしてくれる
資格教育分野 3.50 3.27、蹴蝿撒 0.00 0.14 56
非資格教育分野 3.50 3.13藁'ミ1{;・鷲 隷3麟 62
(6)自分の仕事のやり方を自
分で決めることができる
資格教育分野 2.64 2.82 0.18一〇.17 0.04 56
非資格教育分野 2.81 2.78 一〇.03 63
(7)職場全体の仕事のやり方
に自分の意見を反映させるこ
資格教育分野 2.38 2.55 0.18一〇
.09 0.13 56
非資格教育分野 2.46 2.43 一〇.03 63
(8)お客さんや利用者に喜ん
でもらえる
資格教育分野 3.25 3.38 0.13 0.17壕ρ繊
,竃
56
非資格教育分野 3.08 2.89 一〇.19 62
(9)賃金に満足している 資格教育分野 2.39 2.30
一〇
.09 0.27 0.22 56
非資格教育分野 2.13 2.08 一〇,05 63
(10)労働時間が長すぎる 資格教育分野 245 268∫鷺 張艘爆 一〇.08 鱒購 56非資格教育分野 2.52 2.24 一〇.29 63
(11)仕事の内容がきつい 資格教育分野
2.52 2.54 0.02一〇
.08 0.13
56
非資格教育分野 2.60 2.40 一〇.19 62
(12)仕事の上での責任が重
すぎる
資格教育分野 2.64 2.70 0.05 0.15 0.24 56
非資格教育分野 2.49 2.46 一〇.03 63
(13)職業能力を向上させる
機会がない
資格教育分野 2.13 2.22 0.09一〇
.05
一〇
.12
55
非資格教育分野 2.17 2.33 0」6 63
(14)雇用が不安定である 資格教育分野 2.00
1.89 一〇.11 一〇
.10 樋鱈 56非資格教育分野 2.10 2.19 0.10 63
(15)単調な繰り返しの仕事
が多い
資格教育分野 2.52 2.48 一〇.04 一〇.01 一〇.04 56
非資格教育分野 2.52 2.52 0.00 63
(16)職場には若者を使い捨
てにする雰囲気がある
資格教育分野 1.54 1.64 0.11一〇
.17
一〇
.10
56
非資格教育分野 1.71 1.74 0.03 62
(17)仕事にかかわるストレス
や不安が大きい
資格教育系 2.93 2.82 一〇.11 0.17 0.12 56
非資格教育系・その他 2.76 2.70 一〇.06 63
*=p〈0.05
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3-3.仕事に対する意識の傾向
表6は 、仕事に対する意識について平均値の差
を示 したものである。
2回目時点と5回 目時点で有意差がある項 目
は、資格教育分野における 「自分の性格や能力を
いかせる仕事につきたい」のみであり、3.59点か
ら3.34点に0.25点低下していることが示されて
いる。資格教育分野の者たちは、5回目時点にか
けて自らの性格や能力が仕事に生かされていると
いう感覚が持てなくなり、仕事に対する困難を感
じ始めているのではないだろうか。ほかに2回 目
時点と5回 目時点で平均値に有意差がある項目は
なかったことから、全体的にどちらの学科分類に
おいても仕事に対する意識で大きな意識の変化は
なかった と言える。
次に、学科分類ごとの平均値の差について有意
差が示 されている項目は、「就職できなかったり失
業したりするのではないかと不安である」「生活す
るのに十分な収入が得 られる仕事をやっていける
か、不安である」の2項 目であり、2回目時点と5
回目時点で有意差が見られていた。「就職できなか
ったり失業した りするのではないかと不安であ
る」は、2回目時点において資格教育分野で1.99
点であるのに対 して、非資格教育分野では2.42点
で、0.43点高い傾向を示している。同様に、5回
目時点においても、資格教育分野で2.07点、非資
格教育分野で2.55点と、非資格教育分野で0.48
点に高い傾向を示している。「生活するのに十分な
収入が得られる仕事をやっていけるか、不安であ
る」については、2回目時点の資格教育分野で
2.43点、非資格教育分野で2.87点と非資格教育分
野において0.44点高い割合を示している。5回目
時点では資格教育分野で2.46点、非資格教育分野
で3.00点となってお り、非資格教育分野で0.54
点高い割合が示されている。このことから、2回
目時点から5回 目時点にかけて、非資格教育分野
で雇用の継続や生活に対する不安が一貫して感 じ
られている傾向にあると言える。
表6学 科分類別仕事に対する意識の平均値
げ
登 事に対する意識囎 ・'、
、
「 匹
学科分類'
r凸
颯 購
・点(脚癖
年曜点》
,5回目時
',
肉塒 点》.
o「
鵜 ・羅購 捜轍繭鯉蜘鎮渥徽 鱒櫛 無鱒》集計度数、 し'
.'2薗自弱 。鞠 癒 且'
(1)自分のやりたいことを仕事
としてやっていきたい
資格教育分野 3.49 3.53 0.04
0.11
・
0.00
54
非資格教育分野 3.38 3.53 0.15 47
(2)自分の性格や能力をいか
せる仕事につきたい
資格教育分野 3.59 3.34
'㌦茎o』嚇
0.04 一〇」9 54
非資格教育分野 3.55 3.53 一〇.02 47
(3)仕事を通じて高い収入や
地位を得たい
資格教育分野 3.07 3.04 一〇.03 一〇.17 一〇.28 54
非資格教育分野 3.24 3.33 0.09 47
(4)仕事を通じて人の役に立
ちたい
資格教育分野 3.27 3.32 0.05 0.04 0.00 54
非資格教育分野 3.23 3.32 0.09 46
(5)仕事を通じて高い専門性
を身につけたい
資格教育分野 3.40 3.30 一〇.09 0.09 一〇」2 54
非資格教育分野 3.31 3.42 0」1 46
(6)安定した職業生活をおくり
たい
資格教育分野 3.60 3.55 一〇,05 0.04 一〇.14 54
非資格教育分野 3.56 3.68 0.12 47
(7)離職・転職せず、同じ会社
で働きっづけたい
資格教育分野 2.83 2.61 一α22 0.01 一〇.41 54
非資格教育分野 282 3.02 0.20 47
(8)仕事も仕事以外の生活
も、どちらも充実させたい
資格教吉分野 3.70 3.77 0.07 0.05 0.08 54
非資格教育分野 3.65 3.69 0.05 47
(9)あまりがんばって働かず、
のんびり暮らしたい
資格教育分野 2.92 2.73 一〇.19 0.21 一〇.11 54
非資格教育分野 2.71 2.84 0.13 47
(10)働かずに生活できるな
ら、働きたくない
資格教育分野 2.41 2.51 0.09一〇.15 一〇.06 54
非資格教育分野 2.56 2.56 0.00 46
(11)年齢ではなく仕事の実
績によって給料や地位を決め
資格教育分野 2.89 2.95 0.05 0.04 0.04 54
非資格教育分野 2.85 2.91 0.06 47
(12)お金を得られれば、仕事
の中身は何でもかまわない
資格教育分野 1.81 1.77 一〇.04 0.10 一〇.03 53
非資格教育分野 1.70 1.80 0.09 47
(13)就職できなかったり失業
したりするのではないかと、不
資格教育分野 t99 2.07 0.07 54
非資格教育分野 242 255 。13鑛灘 籔 藍4,
α・4搬鰯 纒灘 醗譲54
α13雛綴翻ll灘懸46
(14)生活するのに十分な収
入が得られる仕事をやってい
けるか、不安である
資格教育分野 2.43 2.46
非資格教育分野 2.87 3.00
*=p〈0.05
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4.まとめ
これまで、資格教育系学科が相対的に安定した
雇用状態にあること(濱中2009)が明らかにされて
きたが、本稿でも資格教育分野において相対的に
雇用が安定している傾向が見られた。 しかし、労
働時間は非資格教育分野と同水準である傾向が見
られ、意識面では5回 目にかけて労働時間の長さ
が感 じられるようになる変化が見られていた。資
格教育分野では、仕事へのやりがいを感 じられる
ようにはなっているものの、その分仕事への責任
や負担についても過重となっている傾向が見られ
るのではないだろうか。
一方、非資格教育分野において見られる雇用や
生活の相対的な不安定さは、意識面においても強
く感 じられているのではないだろうか。雇用や生
活に関する意識のほか、職場の人間関係に関して
も肯定的に感 じられなくなる傾向が見られてお
り、このことが雇用や生活の状態とどのような関
係にあるのかも今後確認 していく必要があるだろ
う。
本稿では資格教育分野/非資格教育分野に分け
て傾向を確認 してきたが、これ らの傾向が専門学
校卒業者特有の傾向と言えるのかは、大卒者 ・高
卒者などと比較 してみなければ明らかにならない
だろう。特に、仕事に関する意識で2年 目から5
年 目にかけて大きな変化が見られなかったことが
専門学校出身者特有の傾向であるとするならば、
専門学校教育特有の影響が雇用や生活の安定では
なく、意識面の安定に及ぼされていることが言え
るのではないだろうか。
なお、分析結果については、サンプル数が少な
く、統計的な問題がないとは言えないため、今後
の示唆にとどめたい。
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注
1調査手続きの詳細については、
(http:〃www.comp.tmu.ac.jplycsj20071questionary.ht
ml)を参照されたい。
2調査票では、専修学校専門課程 と専修学校一般課程
が区別 されてお らず、 「専門学校」とのみ表記 されて
いた。本来、専門学校は専修学校専門課程のみを指す
が、対象者の中には専修学校一般課程 に在学 していた
者 も一部含まれている可能性がある。
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